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第3回東日本区役員会が開催されました。 
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4月11日(土)、12日(日)の2日間にわたり、東京YMCA東陽町センター視聴覚室において、第3回東日本区役員会が、議決権保持者16名中13名、役員会構成メンバー24名の計37名の出席を得て開かれました。
今回の役員会には次期の役員会メンバー21名にも参加いただき、バトンタッチへの備えも行われました。
開会に際して田中理事からは、最終の4半期を迎えて、今期の仕上げ、次期の準備のラストスパートの時期でありPDCAの実践に努めていだきたいとの挨拶および日本YMCA同盟からの要請を受け、東山荘の100年募金に、JEF委員会の決議に基づきJEF基金から1,000万円を寄付することとした旨の報告があり、役員会メンバーの賛同をいただきました。

続く事業主任、部長、委員長、専任委員等の報告では、活動状況の報告がなされ、今期これまでの成果と課題が共有されました。
初日の締め括りは、お楽しみの懇親会が東陽町センター内のウェルビーにて開催されました。長澤理事事務局長を中心として準備された数々の料理に舌鼓をうちながら、メンバー全員がスピーチを行うなど、今回も、大いに盛り上がりました。
2日目は日曜礼拝（高津監事のお話）の後、議案の審議が行われ、次期理事、次々期理事等の役員、次期理事の活動方針・予算案、第20回東日本区大会ホストクラブ等全ての議案が可決されました。

残念なお知らせとしては、東京銀座クラブが、今年度末をもって解散することとなりました。同クラブのメンバーが他のクラブで活躍できるよう、皆様からのご支援をお願いいたします。

また、経費削減のため、次期は、渡辺隆理事が東日本区事務所長を兼務することになりました。皆様におかれましても、東日本区事務所の事務負担軽減にご協力くださいますようお願いいたします。

今期も残すところあとわずかとなりました。引き続き、どうかよろしくお願いいたします。

（書記　大槻展子）
＜審議・可決された議案＞
第1号議案「富士山部部長交代」

逝去された木村朗部長の後任として久保田康正次期富士山部部長（伊東）が任期を早め2015年1月1日付で富士山部部長に就任する。

第2号議案「2015-2016年度東日本区理事方針」
理事主題：「原点に立って、未来へステップ」。主な方針：YMCAサポートの強化、会員増強、部の強化・活性化、スリムな区の運営
第3号議案「2015〜2016年度東日本区予算案」
前提会員数：前期980名、後期：1,030名。単年度収支予測：プラス3,330円。主な支出削減策：東日本区事務所職員人件費の削減、区報発行回数を3回から2回へ、区役員活動費補助を半減
第4号議案「2015〜2016年度東日本区役員変更」
次期関東東部部長を鈴木雅博さん（東京江東）に変更
第5号議案「次期理事、次年度の次期理事、次年度の次々期理事、次期監事候補者指名」
次期理事：渡辺隆さん（甲府）、次々期理事：利根川恵子さん（川越）、次年度の次々期理事：栗本治郎さん（熱海）、次期監事：高津達夫さん（東京むかで）、駒田勝彦さん（甲府21）
第6号議案「第20回東日本区大会ホストクラブ」
第20回東日本区大会ホストクラブを川越クラブとする。開催日程：2017年6月3日（土）、4日（日）
第7号議案「次期東日本区事務所長の選任」
東日本区事務所人事委員会の答申のとおり、2015-2016年度東日本区事務所長を渡辺隆理事が兼務する。
第8号議案「東日本区事務所人事委員会規則改訂」
次年度、東日本区事務所所長を理事が兼務することに伴っての規則の整備。人事委員会は必要に応じて設置し、理事、次期理事（委員長）、書記、会計によって構成する。
第9号議案：エクステンション活動支援金制度の継続
今期スタートした東日本区内各クラブのエクステンション活動を促進、支援するために、YES基金の一部を活用する「エクステンション活動支援金制度」を継続する。
第10号議案：東日本区大会費用負担細則制定
東日本区大会における来賓の登録費等の東日本区会計での負担について、文献・組織検討委員会の答申どおり制定し、東日本区定款施行細則に第8条第5項として挿入する。
第11号議案：東京銀座クラブ解散
東京銀座クラブ青沼会長から、2015年6月30日付で同クラブを解散したいとの申請があり、これを認めることとする。


ネパール地震緊急支援募金について
4月25日（土）にネパールで発生した大地震について日本YMCA同盟では5月、6月の2か月間、緊急募金を行うことを決定し、東日本区としてもこの活動に協力することといたしました。

各部、各クラブでの献金、街頭募金等のご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。献金は、お近くのYMCAを通じて、または直接日本YMCA同盟にお振込みください。（各クラブ会長宛に募金のチラシをこの東日本区ニュースに同封してお送りいたします。）
＜現在までに判明しているYMCA関連被害情報＞

・ネパールYMCA（カトマンズ）は職員、運営している孤児施設/チャイルドケアセンターの子ども達、ともに被害はない。

・貯水タンク、ソーラー発電パネルに損傷があるが、YMCAの建物自体に大きな被害はない。

・現在、日本の各YMCAの日本語学校にはネパール出身の学生が120名以上いる。学生たちの家族の安否、実家の被害等の情報を収集中。

＜支援活動内容(募金の使途)＞
・ネパールYMCAによる物資の配布等の緊急支援および復興支援
・日本国内のYMCA日本語学校・専門学校に通う震災の影響を受けたネパール人留学生の支援

・状況によっては、他の団体を通した支援活動


「ビジヨン2022年」、「2022年に向けて」
私達のワイズメンズクラブ国際協会は1922年に誕生しました。2022年には創立100周年を迎えます。国際協会では2022年に国際協会がどのような組織になっているべきかを「ビジョン2022年」（Vision2022）という文章にまとめ、また、その実現のための施策を「2022年に向けて」（Towards2022）として掲げています。

私たちもこのことを覚え、クラブ、部、区が7年後にはどうあるべきか、そこへ至るにはどうすれば良いのかを考えてみたいと思います。以下は原文と和訳版です。
VISION 2022 

“To be a recognized, globally oriented, voluntary service organization with a strong and committed membership that strives to enhance human values, with special focus on youth development, while upholding our motto “To acknowledge the Duty that Accompanies every Right” and working in active service and close partnership with the YMCA, the United Nations and other worthy organizations to build a better world in which to live” 

ビジョン2022年

私たちが生きる、より良い世界を築くために、モットーである「強い義務感を持とう　義務はすべての権利に伴う」を掲げながら、積極的な奉仕とYMCA、国際連合、その他の相応しい組織との緊密な協力関係に務め、人間の価値を高めることに努力する強力で献身的なメンバーによって、若者の成長に特に焦点を置きつつ、社会に認められた国際志向の自発的奉仕組織となること

TOWARDS 2022

· To extend Y’s Men to at least 50,000 members based in 100 countries. 
· To strengthen Y’s Men at the global level as it relates to the organisation and its mission. 

· To offer relevant service to the YMCA and the community and, as a consequence of that, 

· To improve and expand the Y’s Men image and identity in the community. 

· To improve our members’ perception of YMI and our international programmes in general.
2022年に向けて

· 最低100か国、50,000人にワイズメンを増やす。
· 組織とその使命について国際的なレベルでワイズメンを強化する。
· YMCAと地域社会に対して適切なサービスを提供し、その結果として、
· 地域社会におけるワイズメンのイメージと独自性を高め、広める。
· ワイズメンズクラブ国際協会および我々の国際プログラム全般に対してのメンバーの認識を高める。


東西日本区連絡会議開催
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4月18日（土）、大阪市・ホテルクライトン新大阪にて恒例の東西日本区理事連絡会議が開催されました。両区の現、次期キャビネット、事務所所長等21名が参加し、両区の今期の活動状況、次期の活動方針等の情報交換や協力・調整事項等についての話し合いを行い、会議後には親しく懇親のひとときを持ちました。

日本区が1997年に東・西日本区に分かれて再来年には20年という節目を迎えます。両区の独自性を維持しつつ引き続き協力し合っていきたいと思います。20周年を機に、2005年2月に東山荘で開催されて以来の両区合同の交流会も計画が予定されています。


東日本区大会へ

東日本区大会まではあと1か月余りとなりました。区大会は、今年度のフィナーレとして、1年を振り返り、共に努力と成果を讃え合うと共に、新年度に向けての思い、決意を新たにする場であり、ぜひ多くの方々の参加を願っています。特に、今年度に新たに入会された方々にも多数参加いただきワイズ運動の広がりとパワーをぜひ実感していただきたいと思います。4月27日現在の登録者数は344名。ひとりのご登録も無いクラブがまだ8クラブあります。登録の締め切りは5月15日（金）に延長されています。


地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎

【地域奉仕事業アンケート―その2】
先月に引き続き、地域奉仕事業アンケートの中間報告です。今回は北海道部、湘南・沖縄部、富士山部を掲載します。未提出のクラブ、追加、訂正するクラブも報告を歓迎いたしますので、山本までメール、FAXでご連絡ください。追加分は次号の東日本区ニュースでご紹介いたします。
札幌：屋外サッカー大会支援、YMCAバザー、東日本大震災チャリティーコンサート、成人クリスマス参加、室内サッカー大会支援、ワイズベル杯水泳支援、東日本大震災関連・希望の凧揚げ支援、北海道ユースボランティア研修支援、チャリティーラン
横浜：日本語スピーチコンテスト、春の1泊研修、横浜YMCAウェルカムフェスタ・バザー
沖縄那覇：沖縄YMCAの事業支援推進、身体障がい者(児)のためのアメンボキャンプへの支援、YMCA学童保育の子供たちの募集
鎌倉：児童養護施設の子どものチャリティーラン出場、社会見学、同施設へのじゃがいもカボチャ寄付、車いすと共に歩む会、対人地雷をなくす会、恩寵教会バザー、ぜんざいサービス、タイ・パヤオ児童保護施設の支援、タイ・ハッピーホーム「エイズ孤児支援施設」、YMCA少年キャンプ、YMCAバザー、ぜんざいサービス、リーダー研修会、講演会支援、ゴスペルクワイアー活動、市民クリスマス活動
横浜とつか：点字絵本図書館の創設を目指すNPO法人UniLeafへの支援、ワークサポートセンター「パン工房アンジュ」への支援、湘南とつかYMCAが実施した「夏季講習会ボランティア感謝会」への参加
厚木：森の里老人ホーム訪問
金沢八景：ICCP-J台湾大学生のホームステイ、金沢八景YMCAバザー、金沢八景ワイズメンズクラブカップ（ミニバスケットボール）、障がい者児者駅伝大会、チャリティー芸能祭り
横浜つづき：YOU & I コンサート、NPO法人みんなの家（障がい者と一般市民との共生事業）への支援、NPO法人えだ福祉ホームへの支援、老人ホーム「GTL」における傾聴ボランテイア、５． NPO法人アーモンドコミュニテイ ネットワーク（家庭に課題を抱えた小・中・青少年への傾聴によるこころの支援と学習支援事業）への支援、横浜市都筑区社会福祉協議会への参画、東日本大震災被災地支援活動（宮城県亘理郡山元町の老人ホーム「みやま荘」、「南保育園」への慰問）、横浜YMCAチャリティーラン、横浜北YMCAバザー、横浜YMCAスタッフとの交流例会、横浜YMCAクリスマス祝会
沖縄：沖縄県内児童養護施設との交流・支援、児童養護施設卒業生の効用促進活動、ビーチクリーン活動、大規模公園と周辺のゴミ拾い活動
熱海：熱海YMCAサマーキャンプ、熱海ワイズ会長杯ドッジボール大会、YMCA中学生英語スピーチコンテストに協力、年賀はがきコンテストの実施、御成橋の清掃、赤い羽根共同募金
沼津：沼津花火大会清掃ボランティア、沼津福祉祭りイベント出店、横浜YMCAチャリティーラン参加、ビーチクリーン事業
伊東：YMCA青少年キャンプ教室、YMCAスキー教室、松川清掃、伊東市ゴミゼロ運動亀石峠清掃
三島：ワイズメンズクラブ子ども裁縫教室、「社会を明るくする運動」参加、ワイズ農園活動、小学生バレーボール大会アローズカップ協力、東山荘清掃活動、三島市民すこやかふれあいまつり、障碍者入所施設「見晴学園」の清掃活動、卓話「三島市のごみ処理の現状について」
下田：広島豪雨災害緊急支援の実施、中学生英語スピーチコンテスト参加、下田市風の花まつりで「すぎのこ作業所」の作業支援
熱海グローリー：グローリー杯学童野球大会後援、十国峠・姫の沢公園YMCAセンター清掃、中学生英語スピーチコンテスト主催・後援、熱海少年少女合唱団演奏会後援
御殿場：東山荘草刈り・清掃活動、東日本大震災被災地域からのファミリーキャンプ「くろっちょキャンプ」へのボランティア、東山荘オープンハウスへの奉仕
富士：富士市福祉まつり参加、特別養護老人ホームの車椅子清掃・修理、富士クラブ杯富士市中学生招待サッカー大会、市役所通りクリーン作戦
富士宮：おとのくに音楽教室主催おとのくにキャンプ、横浜YMCA台湾大学生・研修生との食事交流会、横浜YMCA・台湾研修生の観光案内、（幼稚園・学童において）神話の世界絵巻読み聞かせ、風祭川清掃活動、富士宮市風祭川の名跡の保存・祭事の再興
【障害者フライングディスク大会に参加して】
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4月25日（土）、富士五湖ワイズメンズクラブが主催する「第5回障害者フライングin郡内」に参加してきました。フライングディスクはプラスチック製の円盤で、「フリスビー」（登録商標）とも呼ばれているものですが、これを用いてアキュラシー（Accuracy）とディスタンス（Distance）という2種類のゲームが行われました。アキュラシーはコントロールの正確さを競うもので、5メートル、または7メートル先にある直径1メートルの輪の中にフライングディスクを10投中何枚通るかを競い、ディスタンスはフライングディスクの飛距離を競うものです。障害の程度に応じて輪までの距離を短くしたり、視覚障害の場合には電子ホイッスルで方向を示したりするなど、誰でも気軽に楽しめるように工夫して行います。「全国障害者スポーツ大会」でも正式種目として行われており、少しずつ広がりつつあるスポーツです。今回は郡内（山梨県東部地方）にある障害者施設、特別支援学級から80名もの参加者が集まり、富士吉田市の富士パインズパークにて行われました。私もフライングディスク拾い係として初めて参加しましたが、田中理事やあずさ部の他のクラブからも参加、協力がありました。
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9時50分からの開会式では、競技参加者への配慮から挨拶スピーチも短めに行われ、早速、競技が始まりました。コースの設置、審判などは山梨県障害者フライングディスク協会の方々が行ってくださり、その多くは障害者施設、特別支援学級の教員をされており、準備、進行はスムーズに進んでいきました。とはいえ、80名もの参加者を招集、誘導するのはなかなか大変でした。この大会を盛り上げるために、メダル授与の際のバンザイ隊などいろいろな工夫がみられました。富士五湖クラブのメンバーだけでは手が足りず、特に招集、誘導係などは大変だったと思います。障害者フライングディスク大会という名の通り、参加者は何かしらの障害を持った方々で、招集、誘導しても途中でどこかに行ってしまったり、フライングディスクを10投するところを1投で飽きてしまったり、投げるごとに長い時間、考え込んでしまったりといろいろなことがありました。しかし、審判団を務める山梨県障害者フライングディスク協会の方々の暖かい声援、辛抱強く待つ姿、そして招集、誘導係のワイズメンズのメンバーの走り回る姿は感動的でした。ぜひ、この大会が今後も長く続いていくことを願うとともに、他クラブもCS事業の参考にしていただきたいと思います。



EMC事業通信
会員増強事業主任　涌澤　博

【インビテーション実績・出席率集計報告の提出依頼】
今年も東日本区大会でのEMC関連の表彰を決める時期となりました。インビテーションキャンペーンおよび出席率の報告をクラブごと纏めて頂き、5月7日まで各部会員増強事業主査または部長まで提出いただきます様お願いします。報告対象期間は2014年5月1日から2015年4月30日迄です。
1. インビテーション（勧誘）キャンペーン実績報告書提出について
インビテーション報告用紙は、東日本区ウェブサイトの「会員増強」からダウンロード下さい。
クラブ例会、クラブイベントに友人、知人、ユース、卓話者など他クラブ会員を除くゲストを招いた場合、招待した会員と招待者を記名して下さい。一人招待で1ポイントとなります。より多くのゲストを招き、楽しいクラブ運営をしたクラブが、表彰対象になります。インビテーションキャンペーンは、より多くのゲストを招き入れ、会員獲得に結び付けるのが目的です。多くの会員が入会したクラブ、多くの会員を紹介したメンバーには、会員獲得賞が授与されます。
2. 出席率報告書提出について
出席率報告用紙は、東日本区ウェブサイトの「会員増強」からダウンロード下さい。

2014年5月～2014年4月までのメーキャップも反映した、年間出席率をご報告下さい。出席率のコンテストは、例会により多くのメンバーが参加し、クラブを活性化していただく事が目的です。

報告用紙ダウンロード先　http://ys-east.jimdo.com/会員増強/
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【石巻広域ワイズメンズクラブ】

石巻広域ワイズメンズクラブ設立準備委員会ではクラブ設立に向けて、諸準備を進めており、特に入会候補者を探しています。石巻地区にお知合いの方がいらっしゃったらぜひご連絡くだい。以下は入会案内チラシに記載されている「こんなクラブを目指します」です。
· YMCAと共に東日本大震災で被害を受けられた方々への支援活動を続けます 

· 会員同士の絆を強め、親睦を図り、自己研鑚に励みます 

· 将来を担う子ども達や若者、障がいをもった人達に目を向け、支援活動を行います 

· 国際協会である世界のワイズメンやワイズウイメンとの交流を通じ、国の隔たりや民族、宗教や歴史の違いを超えて世界平和のために尽します 

· 石巻地域の文化や伝統を国内外に伝えます
【東京ベイサイドクラブの会員募集活動】
[image: image13.jpg]
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東京ベイサイドクラブでは4月11日(土)の「しののめYMCAこども園」入学式でクラブのアピールのため、会長が保護者に向けてワイズの説明をしました。また新しいお父さんをお誘いするためベイサイド主催のバーベキューも企画しています。会員募集チラシも作成しクラブメンバーが一人ひとりに配布しました。



国際・交流事業ニュース

国際・交流事業主任　利根川恵子

【世界マラリアデイに寄せて】
4月25日（土）の世界マラリアデイに際して、ワイズドットコムを通じて、RBMへの協力について、下記のアピールをいたしました。早速、国際本部からお礼の言葉をいただいたり、まだ献金をしていないクラブから献金のお申し出があったりと、アピールの効果がありました。
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4月25日は世界マラリアデイです。この日は、世界の発展と健康な社会を実現するために、世界中の人々が殺虫剤付き蚊帳やその他の予防手段を含め、安価で、安全でしかも効率的な対マラリアの複合的な治療が受けられるよう、さらに努力を強めることを再確認する日です。

ご存じのように、ワイズメンズクラブ国際協会は、国際赤十字社やWHO、UNICEFなどとパートナーシップを組み、マラリアから命を守る運動、「ロールバック・マラリア（RBM）」に参加しています。RBMの2010年～2015年の目標は、65，000張りの蚊帳を調達するために50万スイスフランの献金を集めることです。ワイズメンズクラブ国際協会は、RBMへの支援を2015年3月までの5年としていましたが、この運動がまだまだ道半ばであることから、支援を3年延長することを決定しました。

今期、国際・交流事業委員会では、RBMへの支援を重要施策と位置付け、RBMへの献金を強くお願いしてきました。その結果、3月末の段階で、昨年度の1.5倍にちかい、70万円を超える献金をいただくことができました。ご協力に感謝いたします。

みなさまからの貴重な献金は国際本部に送金され、そこから関係団体へ寄付されています。ちなみに、世界マラリアデイを控えて、ワイズメンズクラブ国際協会の西村国際書記長が、RBM献金の一部を国際赤十字社に贈呈したニュースが、国際協会のホームページにアップされています。

どうかこの機会に、国際貢献・国際協力の一環として、蚊帳一張りで多くの命を救うことができるRBMに再度御献金を検討していただきますようお願いいたします。

【国際・交流事業献金のご報告】
4月30日現在の献金の状況をご報告いたします。ご協力ありがとうございました。(  )内は昨年度の実績です。
BF　49クラブ　1,513,913円 (1,583,319円)
TOF　50クラブ　1,084,222円 (1,024,240円)
RBM　41クラブ等　77４,296円 (416,790円)
YES　33クラブ等　316，500円 (166,100円)
【沼津クラブ・京都トップスクラブがDBC締結】
桜の花が満開の京都で、新しいDBCが誕生しました。4月5日（日）、ウェスティン都ホテル京都において、京都トップスクラブの設立20周年記念例会の折に、沼津クラブとのDBC締結式が厳粛に行われました。

式の進行は、川本龍資・西日本区国際・交流事業主任が務め、西日本区京都部・畑本　誠部長と私が立会人となり、田中東日本区理事、松本西日本区理事、渡邉沼津クラブ会長、舞田京都トップスクラブ会長が署名をして、晴れてDBC締結となりました。

沼津クラブと京都トップスクラブの関係は、沼津クラブが販売する干物を京都トップスクラブが購入したことから始まり、その後折を見ては交流をしている内にDBC締結の機運が盛り上がったとのご紹介でした。これを機に、両クラブの交流が活発に行われ、相互に刺激を与え合ってワイズダムの推進に貢献くださることを期待します。

【十勝クラブ・台北ダウンタウンクラブがIBC締結】
十勝クラブと台北ダウンタウンクラブのIBC締結式が4月18日（土）に無事終了し、晴れて今期東日本区初のIBC締結が実現いたしました。以下は十勝クラブ山田会長からのご報告です。

4月18日、台北典華大飯店のコンベンションルームにて、台北ダウンタウンクラブ40周年例会が開催されました。参加人数250名という大きな例会でした。来賓として、台湾国際大会委員会委員長（ICCC）藤井寛敏さん、台湾区理事呉榮男さんを始め、沢山の方が来られていました。開会点鐘に始まり、ワイズソング、ワイズの信条、林会長の挨拶、来賓の挨拶、40年の歩みのプレゼンテーションの後、いよいよIBC締結式でした。

先ず、台湾区IBC事業主任蔡さんの祝辞の後、締結式となりました。檀上に、両会長、立会人藤井寛敏さん、紹介人森田惠三さんも見守る中、厳粛に締結式が行われました。サインを行い、相互に交換し、藤井さん、森田さんから祝辞を頂き、４人で手をつなぎ合って締結式は、終了しました。

その後、台北ユースクラブの認証式および披露、台北ダウンタウンクラブが日頃から奉仕している小学校児童による演舞や、演奏が行われ、閉会点鐘となりました。

休憩の後、盛大な晩餐会が行われ、いろいろな寄付や、出し物の披露など、とても思い出になる記念例会でした。今後両クラブの国際交流が発展するよう頑張っていきたいと思います。今後とも、ご指導をお願いします。

十勝クラブ　会長　山田敏明



ユース事業通信
ユース事業主任　衣笠輝夫
【今年度ユース事業表彰について】

厚木・東日本区大会におけるユース事業部門の表彰項目と表彰基準は下記のとおりです。

【YIA優秀賞】

ユースボランティア・リーダーズフォーラム、インド・国際ユースコンボケーション等に参加したユースの報告またはスピーチの機会を持ったクラブ。あるいはユースクラブの強化に関わったり、ユースの支援を行ったりしたクラブ

【YIA推進賞】

インド・国際ユースコンボケーションにユースを推薦・送り出したクラブ

【YIA支援賞】

ロースター広告費に協力し、YIA事業を支援したクラブ

【プルリング収集優秀賞】

プルリング収集重量による表彰
【第4期オープンフォーラムYが開催されます】
5月23日（土）～24日（日）（1泊2日）で代々木・国立オリンピック記念青少年総合センターにて開催されます。お近くのユースへの案内いただくとともに、皆さまのオブザーブ参加をお待ちしています。
【東日本区大会ユースアワーのご案内】
厚木・東日本区大会（6月6日）の10:30～11:45に行われますユースアワーはユースに関する講演とアジア地域ユースコンボケーション参加者のオリエンテーションが予定されています。ぜひご参加ください。


LTニュース
LT委員長　伊藤幾夫

【リーダーシップの発揮を】

LT（Leadership Training）の強調月は4月でしたが、「ワイズマンである」こと自体がリーダーシップ・トレーニングといわれているとおり、私たちには常にLTが求められています。それは、理想を持つこと、興味を持つこと、率先してものごとなすこと、労をいとわぬこと、です。各クラブ、部において、今期のまとめの段階に入り、区、部から各種のレポート要請なされていると思います。提出期限を厳守すること、報告内容が的確であることなど、一つひとつのことがらがLTそのものです。次期への準備と合わせてリーダーシップを発揮しましょう。



メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

【第2回東日本区メネット委員会開催】

残り2ケ月となった今期の活動報告と確認および並びに東日本区大会に向けての相談を行いました。田中理事と村杉一榮さんをオブザーバーとして迎え、主査・連絡員をはじめとする役員計10名が出席しました。

＜協議事項＞

1． これまでの活動報告

1 8/27第１回メネット委員会開催
2 11/29「メネットの集い」開催（塩竃市桂島にて）

NPO法人「まなびのたねネットワーク」に活動資金10万円を支援

3 11/22被災地小学生サッカー交流＆ユースリーダーズアクトに5万円支援

2． 今期プロジェクトへの献金状況について

4/24現在、413,000円の献金となりました。心より感謝申し上げます。今回メネット会のない富士山部より、特別献金として10,000円をいただきましたことも特筆すべきこととしてご報告いたします。

＊国際プロジェクトの中のID支援につきましては、献金の使い道の報告がわからない、ID支援金がここ数年使われず残金がかなりある、ということがわかりましたので、当面ID支援金の送金は止めることになりました。

3． 会計（中間）報告

8/27、 20万円を日本区よりお預かりし、現在残高28,604円。（承認）

4． 絵本発送作業について

担当していただいていたYMCA同盟の田尻さんが病気入院中のため、田尻さんの退院を待って仙台で行うことになりました。（4/27、同盟からの連絡によると、復帰は6月になってからとのこと、ご快復を心から願います。）
5． 第18回東日本区大会「メネットアワー」の持ち方について

メネットお楽しみプログラムは、厚木市について、地元の方に講演をお願いすることになり、選出中。ほかに最優秀メネットクラブ表彰について相談。

6． 次期メネット委員長について

次期メネット委員長選出は第3回委員会（東日本区大会メネットアワーの際に開催）へ持ち越し

【あずさ部3クラブ合同メネット会開催】

4月25日（土）、甲府、甲府21、そして今年のお世話役の東京八王子の３クラブ合同メネット会が高尾で開催され、出席してまいりました。今回20名の参加、12回目になるとのこと。メネット会が少なくなくなりつつある東日本区において大変嬉しく頼もしく、そして希望を与えていただいたメネット会でした。お世話役の東京八王子クラブの温かなおもてなしをたっぷり受けて、まず多摩御陵を散策。そして緑に囲まれた個室が点在する、京都を思わせるような「うかい鳥山」でのおいしい昼食を楽しみました。年１度のこの会を皆さんが楽しみにされているということ、3クラブのこれまでの交流と繋がりの深さを痛感しました。これからもぜひとも継続していただきたいと思い、こういう元気な3クラブメネット会に出席できましたことを心より嬉しく思いながら帰路につきました。



代議員会の出欠連絡をお願いいたします。

東日本区代議員（クラブ会長、部長、部選出代議員）の皆さまは、6月6日(土)、10時30分から開催される、東日本区年次代議員会の出欠のご連絡をお願いいたします。別途ご送付いたしますこ出欠確認書にご記入の上、5月20日(水)までに東日本区事務所にご返送ください。


5月、6月の予定

5月9日（土）
甲府クラブ65周年記念例会（甲府・岡島ローヤル会館）
5月23日（土）、24日（日）
オープンフォーラムY（代々木オリンピック公園）
5月23日（土）
在京ワイズ会長会（東陽町）
6月5日（金）
第4回東日本区役員会（厚木）

6月6日（土）
年次代議員会（厚木）

6月6日（土）、7日（日）
第18回東日本区大会（厚木）
6月13日（土）、14日(日)
第18回西日本区大会（大阪） 


JEF献金、ありがとうございました。
東日本区ワイズ基金（JEF）に以下の方々からご献金いただきました。感謝申し上げます。（敬称略）

田中博之（東京）：ワイズダムの発展を願って（3月）

鈴木忠雄（三島）：YMCA会員30年表彰記念（3月）

小山憲彦（東京サンライズ）：会長、事務所の仕事を無事終えて感謝（4月）

鈴木忠雄（三島）：3人の孫が同時に小学校、中学校、高校に同時に入学したことを記念して（4月）

尾内昌吉（東京山手）：東日本区ワイズ基金運営委員を1年勤めて（4月）

村杉克己（東京北）：結婚47年、ワイズ42年（4月）

小山憲彦（東京サンライズ）：息子の結婚を記念して（4月）
小原武夫（東京世田谷）：家族元気に過ごせて、孫7歳も2年生に。これからもYMCA、ワイズ活動が楽しく続けられますように。



どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
新入会員の皆さんのプロフィール、一言をご紹介いたします。
三田庸平さん(もりおか)

ボランティアとしてYMCAと関わりを持ち始め、2011年東日本大震災の際は、3月18日から盛岡YMCA最初のボランティアとして活動させていただきました。2013年度、盛岡YMCAの学童保育指導員として働かせていただき、2015年4月からは母の経営する会社で働くことになりました。これからの仕事は幅広い年齢の人や、コンピューターを相手に働きます。今回は働きながらもYMCAとの関わりを持ち続けたいと思っていた時に、ワイズメンズクラブのお話を頂き、入会させてもらうことになりました。今までお世話になったYMCAに恩返しできるよう頑張りたいと思います。（4月4日入会）



第18回東日本区大会・クラブ別登録状況(4月27日現在）

東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








今月はEF、JEFの強調月間です。東日本区では国際協会の基金であるEF(エンダウメント　ファンド)の他に、区独自の基金としてJEF（東日本区ワイズ基金）を持ち、奉仕活動・事業の支援、災害対応等ワイズ運動推進のための献金を集めるとともに、都度、基金の目的に沿った支出を行って参りました。


1997年に旧日本区の日本ワイズ基金等をもとに2,500万円の残高でスタートしたJEFは、これまでの18年間に約960万円の献金を集め、横浜国際大会支援、2000プロジェクト支援、同時通訳機購入等に1,030万円支出し、現在の残高は約2,430万円となっています。


今般、日本YMCA同盟・東山荘の本館の建て替えを主たる目的とする「東山荘100年募金」にJEFから1,000万円を献金することといたしましたが、これはYMCA支援というワイズメンズクラブ最大の目的・事業への取り組みの一環であり、また、JEFを、蓄えるだけでなく生きた基金として有効に活用する表れでもあり、皆さまのご理解をお願い申し上げます。また、今回の支出分を早期に復旧させるべく、今後も、クラブの周年記念や個人の慶事、表彰、ワイズ役職退任時等の献金を、どうぞよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事：田中博之)
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